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令和 6 年 12 月吉日 
 

アメリカ穀物協会主催 
2024/2025年米国コーン・アウトルック・カンファレンス開催のご案内 

 
拝啓 時下ますますご清祥の段、お喜び申し上げます。 
さて、来る 2025 年 1 月 17 日金曜日、当協会主催標記カンファレンスを赤坂インターシティコンファレンス

（東京都港区）にて開催致します（逐次通訳付き、参加費無料）。本年は 1）CME 社による「トウモロコシ先

物市場とヘッジの基礎」、2）「2024/ 25 年トウモロコシ収穫時品質レポートの内容報告」、3）「ミズーリ州

とアイオワ州のトウモロコシ生産者からのレポート」、4）アーガス・メディア社による「世界トウモロコシ市

場の展望：2025 年とその後の生産と政策のリスク」（講演題目はいずれも仮題）についての講演を行います。

ご多忙のこととは存じますが、何卒ご参加賜りたくお願い申し上げます。ご質問等がございましたら、浜本ま

たは小野澤（Tel:03-6206-1041、Email: Japan@grains.org）までお問い合わせください。 
敬具 

記 
開催日時：2025年1月17日（金曜日） 午後 1:15 – 5:00 （午後 12:45 受付開始） 
開催場所：赤坂インターシティコンファレンス 4F 「the AIR」 

東京都港区赤坂1-8-1 赤坂インターシティAIR Tel: 03-5575-2201  
 

プログラム（予定） 
1） トウモロコシ先物市場とヘッジの基礎 

佐藤秀樹氏 CMEグループディレクター（Hideki Sato, Director, CME Group） 
 

2） 2024/ 25年トウモロコシ収穫時品質レポートの内容報告 
ステラ・チェン アメリカ穀物協会グローバルプログラム担当ディレクター（Stella Qian, Director of 
Global Program Administration, U.S. Grains Council) 

 
3） ミズーリ州とアイオワ州トウモロコシ生産者からのレポート 

ディラン・ロジエ ミズーリ州トウモロコシマーチャンダイジング委員会副会長(Dylan Rosier, Vice 
Chairman, Missouri Corn Merchandising Council) 
ポール・ギーゼルマン、アイオワ州トウモロコシ促進委員会第9地区理事(Paul Gieselman, Board of 
Director – District 9, Iowa Corn Promotion Board) 

 
4） 世界トウモロコシ市場の展望：2025年とその後の生産と政策のリスク 

ディビッド・ハンナ氏 アーガス・ジャパンゼネラルマネージャー兼北アジア市場開発バイスプレジデント
(David Hanna, General Manager of Argus Japan, Vice President of Business Development North Asia, 
Argus Media) 
ライアン・クーリー氏 アーガス・グローバル農産物市場バイスプレジデント兼エコノミスト(Ryan Koory, 
Vice President & Economist of Agriculture Markets, Argus Media) 

 
ご参加のお申込みは、1月8日（水）までに以下のウェブページから、またはQRコードより 
参加申込ページを開き、必要事項をご登録いただけますようお願いいたします。 
▶ 参加お申し込みページ URL： https://grainsjp.org/con2024/ 

 
アメリカ穀物協会ウェブサイトの「新着情報」のページにもカンファレンスのご案内と、そのページ内にお申

し込み用URLがございます。 
注意事項：当日は会場にて講演資料の配布はございません。前日の午後にウェブページに掲載予定の資料をダ

ウンロードの上ご来場ください。参加のお申込を頂いた方には前日にご案内をいたします。 

 

この会議は、人種、肌の色、宗教、性別、性的指向、性同一性や表現、国籍、年齢、遺伝情報、障害、退役軍人の地位に関係なく、すべての人に開かれています。適正な宿泊施設、代替的なコミ
ュニケーション手段（点字、大活字、手話）または言語通訳を必要とする方は、会議／イベントの 1週間前までに 03-6206-1041、または Japan@grains.org、小野澤までご連絡をお願いします。 
米国農務省（USDA）プログラムの一員として、アメリカ穀物協会は、連邦、州の無差別政策、および地方自治体、USDAの公民権法を遵守することに尽力しています。 詳細については、USDA
の Webサイトページ（https://www.usda.gov/non-discrimination-statement）をご覧ください。 


